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天
地
震同

窓
会
長ニ
フ

田

正

彦

平
成
二
十

一
年
度
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。
又
、
同
窓
会
に
入
会

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
就
職

に
進
学
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
力
強
く
歩
ま
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

今
般

ハ
イ
チ
で
大
地
震
が
有
り
、
テ
レ
ビ
で
、
援
助
物
資
の
奪

い
合

い
、
ケ
ン
カ
、
略
奪
、
生
還
者
、
国
連
軍
、
発
砲
等
の
大
混
乱
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
翻

っ
て
阪
神
淡
路
大
震
災
を
思

い
出
し
て
み
ま
す
。

整
然
と
列
を

つ
く

つ
て
順
序
に
援
助
物
資
を
受
け
取
る
被
災
者
の
姿
、

こ
の
映
像
が
世
界
中
に
流
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
た
国
々
は
驚
愕
し
、

襟
を
正
し
て
我
国
に
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。
た
だ
し
我
政
府
の
大
地
震

へ
の
対
応
は
、
遅
い
、
不
適
切
等
で
不
評
で
し
た
。

一
九
九
九
年
九
月
、
台
湾
で

「九
二

一
一
集
集
大
地
震
」

が
発
生
、

台
湾
政
府
の
行
動
は
そ
れ
は
も
う
迅
速
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
今

度
は
我
政
府
の
対
応
も
早
か

っ
た
。
我
日
本
の
救
援
隊
は
世
界
で
名
高

い
ア
メ
リ
カ
の
救
援
隊
よ
り
九

一
日
早
く
台
湾
に
到
着
、
さ

っ
そ
く
人

命
救
助
活
動
を
開
始
、
遺
体
に
対
し
て
は
必
ず
黙
祷
を
捧
げ
、
泣
き
崩

れ
る
遺
族
に
は
頭
を
垂
れ
て
哀
悼
の
意
を
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
態

度
に
台
湾
の
人
は
驚
嘆
し
、
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
す
。
帰
国

の
さ
い
、
日
本
の
救
援
隊
が
空
港
に
現
わ
れ
た
と
き
、
税
関
職
員
を
は

じ
め
出
入
り
回
の
旅
客
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。
（黄
文
雄
著

「
Ｎ
Ｏ
と
言
え
る
台
湾
」
参
照
）

当
時
台
湾
で
は
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
り
、
欧
州

連
合

（
フ
ラ
ン
ス

・
ド
イ
ツ
）
の
受
注
に
ほ
ぼ
決
ま
り
か
け
て
い
ま
し

た
。
大
地
震
後
、
台
湾
政
府
は
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
日
本
の
新
幹
線

方
式
に
す
る
と
発
表
、
我
日
本
の
大
逆
転
受
注
と
な
り
、
時
の
李
登
輝

総
統
は

「
こ
れ
で
日
本
と
十
五
年
は
付
き
合
う
こ
と
が
出
来
る
」
と
語

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
門
出
に
当
り
、
あ
ま
り
関
係
の
な
い
話
と
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

同
窓
生
の
朗
報

同
窓
会
の
皆
様
よ
り
日
ご
ろ
か
ら
ご
声
援
を
た

ま
わ
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
一一一ヶ

田
会
長
よ
リ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
陸
上
競
技
部

と
ス
キ
ー
部
の
選
手
に
対
し
、
激
励
の
お
言
葉
を

直
接
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

同
窓
生
の
朗
報
が
次
々
と
届
き
ま
す
。
全
部
を

紹
介
で
き
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

小
林
範
仁
さ
ん
（第
五
三
期
）
が
バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
五
輪
に
出
場
決
定
。
五
輪
三
連
続
出
場
で
す
。

昨
年
二
月
に
チ

ェ
コ
共
和
国
で
開
催
さ
れ
た

「
ノ

ル
デ
ィ
ツ
ク
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
」
で
の
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
小
林
さ
ん
の
姿
は
と
て
も
感
動
的
で
し

た
。
こ
の
金
メ
ダ
ル
に
よ
り
三
月
に
は
県
民
栄
誉

章
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
今
季
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ

プ
な
ど
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
全
日
本
コ
ン
バ
イ

ン
ド
大
会
で
は
優
勝
し
ま
し
た
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
で
は
、
再
び
感
動
を
与
え
て
く
だ

さ
い
。
佐
藤
幸

一
郎
さ
ん

（第
五
七
期
）
は
、
学
生
の

世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
冬
季
競
技
大
会
で
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
個
人

で
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
は
文
部
科
学
省
よ
り
表

彰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ノ
ル
デ
イ
ツ
ク
ス
キ
ー
の
伊
藤
杯
全
日
本
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
で
大
森
菜
保
子
さ
ん

（第
五
七
期
）
が

賃

武

田

幹

夫

優
勝
し
ま
し
た
。

県
体
ス
キ
ー
で
は
、
和
田
圭
悟
さ
ん

（第
五
九

期
）
が
ス
ー
パ
ー
大
回
転
で
優
勝
で
す
。
男
子
ク

ラ
シ
カ
ル
成
年
Ａ
で
大
森
亘
さ
ん

（第
五
四
期
）

が
優
勝
。
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
成
年
Ａ
で
大
森
莱
保

子
さ
ん

（第
五
七
期
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
純
飛

躍
の
成
年
Ａ
で
佐
藤
幸

一
郎
さ
ん

（第
五
七
期
）

が
優
勝
。
回
転
で
奈
良
旭
さ
ん

（第
六

一
期
）
が

優
勝
で
す
。

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
で
は
、
木
村
香

織
さ
ん

（第
五
九
期
）
が

一
区
に
出
場
し
、
区
間

十
六
位
の
好
成
績
で
し
た
。
本
校
の
在
校
生
は
四

区
と
七
区
を
走
り
、
と
も
に
順
位
を
ア
ッ
プ
さ
せ

ま
し
た
。

在
校
生
も
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
が
優
勝
、
総
合

は
男
女
と
も
三
位
で
し
た
。
陸
上
競
技
女
子
が
東

北
で
初
優
勝
、
全
県
二
年
連
続
優
勝
。
全
県
ス
キ
ー

で
、
女
子
が
五
年
ぶ
り
の
総
合
優
勝
。
男
子
は
総

合
二
位
。
女
子
リ
レ
ー
は
十
三
年
ぶ
り
の
優
勝
。

女
子
十

ロ
キ
フ
リ
ー
で
、　
一
位
か
ら
五
位
ま
で
を
独

占
し
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
が
県
大
会
で
金
賞
。
東
北
大
会
で
は

銀
賞
で
し
た
。
全
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
金
管
八
重
奏
が
金
賞
で
、
東
北
大
会
に
出
場

で
す
。

（※
二
月
上
旬
の
記
載
で
す
）
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機
晦
下
ソ
フ
の
力
走

バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
は
第
３
日
の
１４
日

（日
本
時
間
１５

日
）
、
カ
ナ
ダ
の
ウ
ィ
ス
ラ
ー
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
ノ
ー

マ
ル
ヒ
ル
個
人

（飛
躍
＝
Ｈ
Ｓ
ｌ
０
６
屑
、
Ｋ
点
９５
層
、
距

離
１０
キ
ロ
）
を
行

っ
た
。
前
半
飛
躍
で
１２
位
に
立

っ
た
小
林
範

仁

（東
京
美
装

・
花
輪
高
出
）
が
後
半
距
離
で
自
慢
の
走
力

を
生
か
し
、
先
頭
集
団
を
形
成
。
８

ロ
キ
過
ぎ
に
ス
パ
ー
ト
し

て

一
時
、
ト

ッ
プ
に
立

っ
た
が
、
最
終
盤
で
追

い
上
げ
ら
れ
、

７
位
で
ゴ
ー
ル
。
メ
ダ
ル
獲
得
は
な
ら
な
か

っ
た
が
、
五
輪

個
人
種
目
で
自
身
初
の
入
賞
を
果
た
し
た
。

飛
躍
で
、
若
手
の
渡
部
暁
斗

（早
大
）
や
初
出
場
の
加
藤

大
平

（サ

ッ
ポ

ロ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）

が
２７
、

２８
位

だ

っ
た
の
に
対
し
、
３
大
会
連
続
出
場
の
小
林
は
９９
厨
の
１２

位
、
高
橋
は
９８
房
の
１３
位
と
大
舞
台
の
初
戦
で
確
実
に
力
を

発
揮
。
小
林
は
首
位
と
５８
秒
差
、
メ
ダ
ル
圏
内
に
１６
秒
差
と

好
位
で
折
り
返
し
た
。

ｌ
周
２
・
５
キ
ロ
の
距
離
で
は
小
林
が
序
盤
か
ら
積
極
的
な

走
り
で
追

い
上
げ
開
始
。
２
周
目
で
早
く
も
先
頭
集
団
に
加

わ
り
、
首
位
と
ほ
ぼ
タ
イ
ム
差
な
し
の
７
位
前
後
で
周
回
を

重
ね
た
。

集
団
の
最
後
方
に
つ
け
、
体
力
を
温
存
し
な
が
ら
、
迎
え

た
最
終
周
。
集
団
中
位
ま
で
じ
わ
じ
わ
と
浮
上
し
、
８

ロ
キ
過

ぎ
に
ロ
ン
グ
ス
パ
ー
ト
し
た
。　
一
気
に
先
頭
に
立

っ
て
逃
げ

切
り
体
勢
を

つ
く

っ
た
か
に
見
え
た
が
、
残
り
１
♂
を
切

っ

て
、
距
離
に
強
い
欧
州
勢
に
か
わ
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
河

野
孝
典
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
リ
レ
ハ
ン
メ
ル

（９４
年
）

以
来

の
個
人
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
に
光
明
を
見

い
だ
す
力
走

で
、
残
る
２
戦
に
期
待
を

つ
な
げ
た
。

高
橋
は
前
半
の
リ
ー
ド
を
生
か
す
得
意
の
ス
タ
イ
ル
を
発

揮
。
距
離
で
は
順
位
を
落
と
し
た
が
、
長
年

「複
合
日
本
」

の
エ
ー
ス
を
背
負

っ
て
き
た
意
地
を
見
せ
た
。

北
鹿
新
聞
　
２
０
１
０
年
（平
成
２２
年
）
２
月
１６
日
（火
曜
日
）
よ
り

平成21年度事業報告

4月 7日

4月 18日

4月 22日

4月 24日

5月 11日

7月 22日

7月 23日

8月 8日

9月 30日

10月 15日

10月 22日

10月 23日

12月

1月 25日

2月 19日

2月 28日

3月 1日

3月

(火 )

(土 )

(水 )

(金 )

(月 )

(水 )

(木 )

(土 )

(水 )

(木 )

(木 )

(金 )

(月 )

(金 )

(日 )

(月 )

入学式 。東雲会歓迎会 会長出席
小林範仁選手歓迎会

会計監査

役員会・総会

常任幹事会

インターハイ出場選手激励式

宮城支部総会

川村才二先生葬儀への弔電 (会長名)

不正会計問題・横領事件の会長会議

同窓会前期会計監査・役員会

PTA・ 部活動講演会評議員会 (会長出席 )

PTA・ 部活動講演会臨時総会 (会長出席 )

同窓会費納入依頼・同窓会報発行送付

インターハイ出場選手激励式

役員会

同窓会入会式

卒業式 。同窓会報発行

東雲会送別会

(花輪高校 )

(花輪高校 )

(花輪高校 )

(茅茄荘 )

(花輪高校 )

(花輪高校 )

(ホ テルコムズ仙台)

(花輪高校 )

(花輪高校 )

(花輪高校 )

(花輪高校 )

(花輪高校 )

(花輪高校 )

(花輪高校 )

(花輪高校 )
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平成20年度同窓会決算書
平成20年 4月 1日～平成21年3月 31日

平成21年度同窓会予算書
平成21年 4月 1日～平成22年 3月 31日

●収入の部 単位:円  ●収入の部 単位:円

項 目 本年度予算澤本年度決算額 増減 摘 要

1.会 費 1,551,974 1,334,960 △217,014

(1)会 費 900.000 668,000 ∠ゝ232,000 同窓生会費

(2)入会費 651,974 666,960 @1,440円

2.繰越金 370,687 370,687

3.雑収入
′
υ 635,015

松宮選手より、

利息、定期解約

合 計 1.922.671
И
仕 418,001

項 目 本年度予算額前年度予算額 増減 摘 要

1.会 費 1,581,120 1,551,974 29,146

(1)会 費 Ａ
υ
Ａ
υ

Ａ
υ
ｎ
ソ

Ａ
υ
ｎ
υ
Ａ
υ 0 同窓生会費

(2)入会費 681,120 651,974 29,146 @1,440円 X473人

2.繰越金 410,055
Ｏ
Ｏ 39,368

3.雑収入
口
υ

Ａ
υ

合 計 1,992,000 1,922.671

●支出の部

項 目 本年度予算額本年度決算額 増減 摘 要

1.会議費
Ａ
υ
ｎ
υ 26,727 △23,273 総会費用

2.会務費
Ａ
υ
ハ
υ 669,322

(1)旅 費
Ａ
υ

Ａ
υ 227,527 27,527

秋田・宮城・

東京支部総会

(2)消耗品費
Ａ
υ ∠ゝ4,388 のし袋

(3)通信費
Ａ
υ
Ａ
υ
Ｏ
Ｏ 407,663 27,663 ハガキ、会費振込用紙

(4)振込手数料 45,000
ハ
υ △11,480 会費振込手数料

3.事業費
Ａ
υ
Ａ
υ
医
υ

”
ｉ 418,312 △16,688

(1)印刷費 350,000 340.297 ∠ゝ9,703
会費振込用紙、
会報(2回 )

(2)記念品費
Ａ
υ
ハ
υ
ハ
υ
ハ
υ 55,860 ∠ゝ4,140

卒業記念品
(自〕鑑ケース)

(3)広告費
Ａ
υ
Ａ
υ 22,155 2,155

総会、高校野球、
オリンピック

(4)行事費
Ａ
υ
Ａ
υ 0 ∠ゝ5,000

4.渉外費
Ａ
υ

И
仕

ｎ
′
′
υ
ハ
Ｖ △14,307

(1)負担金
Ａ
υ 0 △5,00C

(2)渉外費
Ａ
υ

ハ
υ
Ａ
υ 0 ∠ゝ20,000

(3)慶弔費
ハ
υ

Ａ
υ
Ａ
υ

０
フ 10,693

葬儀用生花、
広告、弔電

5.助成費
ｎ
υ
ｎ
υ
И
仕
И
仕 380,000 ∠ゝ60,000

(1)部活動助成費 350,000 290,000 ∠ゝ60,000
インターハイ激励金、
部活後援会助成

(2)支部助成費 90,000
Ａ
υ

秋田・宮城・

東京支部

6.備品費 13,000
Ａ
υ △100 卒業アルバム

7.積立金 200,000 200,000 定期預金

8.雑 費 Ａ
υ
Ａ
υ 0 ∠ゝ5,000

9.予備費 104,671 192,663 87,992
松宮選手激励金、
看板

合 計 1,922,671 1,930,617 7,946

●支出の部

項 目 本年度予算額前年度予算額 増減 摘 要

1.会議費 50,000 50,000 0 総会費用

2,会務費
Ａ
υ
Ａ
υ

′
υ
′
υ

Ａ
υ
Ａ
υ
Ａ
υ

(1)旅 費 Ａ
υ
ハ
υ

Ａ
υ 200,000 0 秋田・宮城支部総会

(2)消耗品費
Ａ
υ
Ａ
υ

Ａ
υ
Ａ
υ 0

(3)通信費 410,000 380,000
ハガキ、
会費振込用紙

(4)振込手数料
ハ
υ
Ａ
υ

И
仕

ｎ
υ
ｎ
υ

И
■ 会費振込手数料

3.事業費 435,000 435,000

(1)印刷費
Ａ
υ

Ａ
υ 350,000

会費振込用紙、
会報(2回 )

(2)記念品費
Ａ
υ

ハ
υ

Ａ
υ

′
υ

事業nd念品
(印鑑ケース)

(3)広告費 20,000
Ａ
υ

Ａ
υ 高校野球等

(4)行事費
Ａ
υ

ハ
υ

Ａ
υ

4.渉外費
Ａ
υ

″
■

Ａ
υ

И
仕

(1)負担金
Ａ
υ
Ａ
υ

Ａ
υ
Ａ
υ

(2)渉外費 20,000 20,000

(3)慶弔費 20,000
Ａ
υ
Ａ
υ
Ａ
υ

5.助成費
Ａ
υ
Ａ
υ

И
仕
И
仕 440,000

(1)部活動助成費 350,000
Ａ
υ
Ａ
υ
Ａ
υ

インターハイ激励金、

部活後援会助成

(2)支部助成費 90,000 90,000 秋田・宮城支部

6.備品費 13,000 13,000 卒業アルバム

7.積立金 200,000
Ａ
υ
Ａ
υ
Ａ
υ
Ａ
υ 定期預金

8.雑 費 Ａ
υ
ｎ
υ

ハ
υ
Ａ
υ

9.予備費 144,000 104,671 39,329

合 計 1,992,000 1,922,671 69,329

収入総額 支出総額 差引残高

2.340.672 1,930,617 410,055



花 高 同 窓 会 報

卿  (轟轍 ム脱 却

守徹聯事か躍普ざ

この度、学年幹事をつとめることになりました。自分に任せてもらった以上責任を持ち全力を尽くしたいと思
います。頼りない部分もありますが、みなさまのご協力をなにとぞお願いします。

この度、同窓会の学年幹事をつとめることになりました。
るよう、他の幹事と協力して精一杯頑張りたいと思います。

力不足な点もあると思いますが、いい同窓会にでき

何卒よろしくお願いいたします。

この度学年幹事をさせていただく熊谷です。力不足だとは思いますが、なにとぞお力添えをいただければ幸い

です。などという堅苦しいあいさつはいいとして、みんなで協力してより良い同窓会にできるようにしましょう。

この度幹事になりました。力不足ですが、素晴らしい同窓会にできるように頑張ります。何卒よろしくお願い

致します。

この度、幹事に選任されました。選任された以上は、できうる限りの事はしたいと思います。皆さんが卒業し
た後は、それぞれの場所でそれぞれの道の上を歩いていくことと思います。そして、再び集まった時に、各人そ
れぞれ成長した姿がみられるようにと思います。

卒業し、それぞれの進路に向かい離ればなれとなってしまうので、

努力したいと思います。しかし、力不足な点が多々あると思うので、

同窓会を感動的な再会の場にできるように

同窓会の際には協力お願いします。

拝啓 早春の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。さて、同窓会には、これまで
我校で教鞭をとられた先生方も多数ご出席頂くこととなっておりますので、皆様お誘い合わせの上、ご来会くだ

さいますようお願い申し上げます。友と青春を謳歌した思い出を語り合えることを楽しみにしております。

私は学年幹事という仕事を詳しくは知りません。ですが、同窓会などを開くときには自分から積極的に連絡を

取り、調整し、会が滞りなくスムーズに進むように努めたいと思います。どうぞ宜しくお願いします。

第62期 学年幹事

(平成21年度 卒業)

A組

木 村 祐 樹
高 橋 香 澄

B組

熊 谷 幸 太

畠 山 絵里子

C組

谷地田 光 紀
高 杉 ゆかり

D組

田 中 宏 樹

佐 藤 麻理子


